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【開催日】 

  2022年 6月 12日(日) ～ 2022年 6月 17日(金)   

   アート作品展示 2022年 6月 14日(火) ～ 16日(木) 

  

 【開催場所】  

伊都キャンパス (椎木講堂、他) 

 

【お申込方法】 

ご参加には事前申し込みが必要です。 

詳細につきましては、下記 Webサイトをご覧ください。 

 https://gya2022.com/index.html 

   

※ご取材いただく場合は、下記運営事務局までご連絡ください。 

 

 
【お問い合わせ】 GYA2022 運営事務局 

Mail： gya2022-support@officebeone.com 

 

第 12 回グローバルヤングアカデミー総会・学会 

グローバルヤングアカデミーは世界中の 200名の若手科学者の団体で、”Give a voice to young 

scientists”をミッションに、2010年から活動しています。 

この度念願の総会・学会の日本開催を迎えるにあたり、多くの皆様と対話ができるよう進めて

おり、「社会と科学の関係」について、感性と理性のバランスを見直し、新しい切り口で見てみる

とどのような構造的な問題やアンコンシャス（無意識の）バイアスが見つかるのか、またそれを

乗り越え、若手科学者としてどのような社会を築いていきたいのか、幅広く議論したいと思って

います。 

  アートと科学を融合させる試みや、高校生・大学生・大学院生とのワークショップなど、新し

い取り組みも企画し、若手科学者や将来科学者を目指す学生、アカデミアに限らず民間企業や NPO、

行政など開かれた会議といたします。 

  また、本イベントは、本学の創立 111 周年を記念して九州大学がもつ様々な「総合知」を学内

外に発信するキャンペーン「九州大学創立 111 周年記念 VISION EXPO」の企画の１つとしても位

置づけられています。皆様のご参加をお待ちしております。 

会議テーマ：感性と理性のリバランス：包括性と持続性に向けた科学の再生 
 

科学・技術の発展やそれに基づくイノベーション抜きに現代社会は語れません。一方で、

新しい技術や学術の成果を社会に実装する際に、それが押し付けになり、「取り残される

人々」が出るようでは、社会の持続性や包括性は担保されません。技術や知を適切に伝え

るには感性が重要であり、感覚的・直感的な発想や文化・歴史に基づく文脈を伝え分かり

合うには合理性（論理）も重要となります。この会議を通じて、理性や客観性の視点と、

人間社会を豊かにしてきた主観的な経験、感性、情緒の視点との調和を試み、今後の社会

を創るために必要とされる価値観や信頼について、公共財としての大学やシチズンサイエ

ンスなどの具体的なトピックとして議論し、科学と社会の新しいつながり方を提案します。 

「本学は今年 111周年を迎えます」 

組織委員長 

新福 洋子 

組織副委員長 

岸村 顕広 


